
当院は保険医療機関であり、厚⽣労働⼤⾂の定める 
  施設基準等については近畿厚⽣局へ届出しています。 

⌘ ⼊院基本料について 
当病棟では 1 ⽇に 12 ⼈以上の看護職員が勤務しています。 
看護職員 1 ⼈当たりの受け持ち数は 10 ⼈以内です。 
◯情報通信機器を⽤いた診療 
 情報通信機器を⽤いた診療の初診において向精神薬の処⽅は⾏いません。 
◯機能強化加算 
 地域におけるかかりつけ医として必要な対応を⾏います。 
◯医療情報取得加算 
◯医療 DX 推進体制整備加算 
 医療 DX に取り組んでいます。 

オンライン資格確認等システムにより取得した診療情報等（受診歴、薬剤情報、特定健診情報等）を活⽤して診療 
します。 
マイナ保険証を促進する等、医療 DX を通じて質の⾼い医療を提供できるよう取り組んでいます。 

◯⼀般名処⽅加算 
 医薬品の供給状況や、⻑期収載品について医療上の必要性があると認められない場合に患者の希望を踏まえ処⽅等 

した場合は選定療養となること等を踏まえつつ、⼀般名処⽅の趣旨を患者に⼗分に説明します。 
◯救急医療管理加算◯診療録管理体制加算３◯医師事務作業補助体制加算１（20 対 1） 
◯栄養サポートチーム加算 

栄養サポートチーム（医師、看護師、薬剤師、管理栄養⼠、臨床検査技師）による診療を⾏っています。 
◯医療安全対策加算２ 

 医療安全管理者等による相談及び⽀援が受けられます。相談窓⼝は１階受付です。 

◯医療安全対策地域連携加算２［連携先：海南医療センター］ 

◯感染対策向上加算２ 

 感染対策チーム（医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師）が患者・家族、職員の安全を守る活動を⾏っています。 

 現場巡視や⽉に１回の会議を⾏い、感染対策に関する報告や協議を⾏っています。 

◯連携強化加算［連携先：海南医療センター］ 

◯サーベイランス強化加算［参加サーベイランス事業：厚⽣労働省院内感染対策サーベイランス事業］ 

◯患者サポート体制充実加算 
 患者・家族の⽅からのご相談・ご意⾒をお受けし、病院運営の改善に活⽤することを⽬的とした窓⼝を開設しております。 

 お気軽にお問い合わせ下さい。相談窓⼝は１階受付です。 

◯後発医薬品使⽤体制加算２ 

 ⼊院及び外来において後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使⽤に積極的に取り組んでいます。 

 医薬品の供給が不⾜した場合に、医薬品の処⽅等の変更等に関して適切な体制を整備しています。 

医薬品の供給状況によって投与する薬剤が変更となる可能性があります。変更する場合には患者に⼗分に説明します。 

◯病棟薬剤業務実施加算１［病棟専任の薬剤師の⽒名：川嶋 弥⼨夫］ 
◯データ提出加算１および３ 
◯⼊退院⽀援加算１［⼊退院⽀援及び地域連携業務に係る病棟に専任の職員：前⼭ 由貴（看護師）］ 
◯地域連携診療計画加算◯⼊院時⽀援加算◯総合機能評価加算  
◯認知症ケア加算２◯排尿⾃⽴指導料 
◯協⼒対象施設⼊所者⼊院加算［連携施設：介護⽼⼈保健施設 サニーホーム］ 
 協⼒医療機関として急変等に対応しています。 



◯地域包括医療病棟⼊院料◯看護補助体制加算 25対 1（看護補助者５割以上） 
◯夜間50 対 1 看護補助体制加算◯夜間看護体制加算◯看護補助体制充実加算１］  
◯⼆次性⾻折予防継続管理料２および３ 
◯院内トリアージ実施料◯夜間休⽇救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看護体制加算 
◯地域包括診療料１ 
 健康相談及び予防接種に係る相談を実施しています。 
 介護⽀援専⾨員及び相談⽀援専⾨員からの相談に適切に対応します。 
 患者の状態に応じ、28⽇以上の⻑期の投薬を⾏うこと⼜はリフィル処⽅箋を交付することが可能です。 

介護保険制度の利⽤等に関する相談を実施しています。 
◯がん治療連携指導料◯外来排尿⾃⽴指導料◯薬剤管理指導料 
◯「第 14の 2」の 1 の(1)に規定する在宅療養⽀援病院 
◯介護保険施設等連携往診加算［連携施設：介護⽼⼈保健施設 サニーホーム］ 
 協⼒医療機関として急変等に対応しています。 
◯在宅医療 DX 情報活⽤加算 
◯在宅時医学総合管理料及び施設⼊居時等医学総合管理料 
◯在宅医療情報連携加算 
◯訪問看護医療 DX 情報活⽤加算 

看護師等が居宅同意取得型のオンライン資格確認等システム等により診療情報等を活⽤して訪問看護を実施します。 
◯在宅経肛⾨的⾃⼰洗腸指導管理料 
◯検体検査管理加算（Ⅰ）◯検体検査管理加算（Ⅱ）  
◯ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影（CT 16列以上 64列未満・MRI 1.5テスラ以上 3テスラ未満）  
◯脳⾎管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）◯運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
◯呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）◯がん患者リハビリテーション料 
◯認知療法・認知⾏動療法１ 
◯⼈⼯腎臓（慢性維持透析を⾏った場合１）◯導⼊期加算 1◯透析液⽔質確保加算 
◯下肢末梢動脈疾患指導管理加算［専⾨的な治療体制を有している連携医療機関：和歌⼭県⽴医科⼤学附属病院］ 
◯ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術・医科点数表第 2章第 10部⼿術の通則の 16に掲げる⼿術 
◯胃瘻造設術◯胃瘻造設時嚥下機能評価加算 
◯輸⾎管理料Ⅱ◯輸⾎適正使⽤加算◯看護職員処遇改善評価加算５６ 
◯外来・在宅ベ―スアップ料１ 
◯⼊院ベ―スアップ料８７ 

 
⌘ ⼊院時⾷事療養費について【⼊院時⾷事療養費（Ⅰ）】 
管理栄養⼠によって管理された⾷事を適時（⼣⾷については午後６時以降）、適温にて提供しています。 
⌘ 診療明細書について 
診療を受けた⽅（公費負担医療の受給者で医療費の⾃⼰負担のない⽅を含む）に明細書を発⾏しています。 
明細書には薬剤の名称や⾏った検査の名称が記載されます。明細書の交付を希望しない場合は申し出て下さい。 
⌘ 保険外負担に関する事項 
特別の療養環境の提供（室料差額料⾦について）、その他保険外負担に係る費⽤は別紙をご覧下さい。 
 

当院は救急告⽰病院です。 
緊急時には夜間、休⽇等の診療を受け付けています。 

医療法⼈ 恵友会 恵友病院 


